
特
集
1
新たなビジネスを生み出す

もうかる
農商工連携
高齢化や人手不足に悩む日本の農業
だが、品質や安全性など国産農産物
ヘの信頼性は高い。地域の〝農〟と
連携することで、お互いの強みを生
かしながら新たなビジネスを展開する
地元企業の成長戦略に迫った。
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て
く
れ
な
い
か
」
と
相
談
を
受
け
た
。

減
反
と
買
い
取
り
価
格
の
下
落
に
よ
り
、

厳
し
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
た
た

め
だ
。
同
じ
よ
う
な
境
遇
の
中
で
独
自

の
販
路
拡
大
を
目
指
す
友
人
に
共
鳴
し

た
大
門
さ
ん
は
、
会
社
で
米
を
買
っ
て

も
先
が
続
か
な
い
と
考
え
、「
一
緒
に
売
っ

て
い
こ
う
」
と
商
の
部
分
へ
踏
み
込
ん

だ
提
案
を
し
た
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
大

　

印
刷
会
社
と
農
家
が
「
農
商
工
連
携
」

し
て
秋
田
県
の
ブ
ラ
ン
ド
米
「
あ
き
た

こ
ま
ち
」
を
売
る
。
一
見
、
米
の
生
産

と
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
印
刷
と
い
う
農
と
工

の
役
割
分
担
に
思
え
る
が
、
こ
の
ケ
ー

ス
で
は
印
刷
会
社
が
通
信
販
売
を
利
用

し
た
商
の
役
割
ま
で
担
っ
て
い
る
。

友
人
農
家
か
ら
の
米
の
購
入
話
を

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
昇
華

　

秋
田
市
の
秋
田
印
刷
製
本
は
ビ
ジ
ネ

ス
フ
ォ
ー
ム
（
事
務
処
理
用
の
書
式
の

決
ま
っ
た
帳
票
）
印
刷
で
は
、
県
内
一

と
い
わ
れ
る
設
備
と
技
術
を
持
ち
、
自

治
体
の
顧
客
も
多
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が

県
が
積
極
的
に
推
進
し
た
平
成
の
大
合

併
に
よ
り
、
69
市
町
村
か
ら
、
平
成
18

年
に
は
25
市
町
村
へ
大
き
く
減
っ
た
こ

と
で
、同
社
も
多
く
の
優
良
顧
客
を
失
っ

て
し
ま
っ
た
。

　

そ
の
こ
ろ
、
同
社
社
長
の
大
門
一
平

さ
ん
は
20
年
来
の
友
人
で
米
作
農
家
の

伊
藤
巧
一
さ
ん
か
ら
「
米
を
会
社
で
買
っ

米作農家の伊藤巧一さんが作る「フルーティー米」の収
穫風景。廃棄されるリンゴと柿を肥料として利用している。
米の袋を開けるとフルーティーな香りが広がる

印
刷
会
社
が
契
約
農
家
の
米
を
売
る

工
程
管
理
と
土
壌
改
良
で
相
互
に
刺
激
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印
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製
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▲

あきたこまちと県産品のセットが人気。
「ごはんのおとも」はからしなすなどのがっ
こ（漬け物）を組み合わせた商品


